
化学物質の危険性情報の整備及びリスクアセスメントへの活用に関する研究 

 

【研究概要】 

化学物質による爆発・火災などの現象を予測するためには、種々の危険性に関する情報が

必要だが、安全データシート（SDS）に記載されていない情報も多く、化学物質の危険性に

対するリスクアセスメントにおける危険性情報の位置づけが明確でない。また、急速に発展

している情報産業等において取り扱われている化学物質等が起因となる発煙・発火等の事

例が近年急増しているが、使用される化学物質の危険性に関する情報が十分でないことか

ら、有効なリスク低減措置を講ずることができていないおそれがある。 

 本研究では、化学物質の危険性に関する情報等に基づき爆発・火災に至る現実的な事象の

進展や最終的な影響を検討する際の具体的な検討方法をリスクアセスメントの進め方と関

連付けて体系的にまとめ、提供すること、また、情報産業等の急速に進展・普及している技

術で使用される化学物質・混合物等の危険性に関する情報を収集・整備することに加え、得

られた情報に基づき、安全な取扱い方法や爆発・火災災害に対する安全対策を検討し、提案

することを目的とする。 



 




